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【目的】 近年、養護教諭の職務内容は拡大、複雑化する傾向にあることから、様々な健
康問題に対処できる高い能力が求められている。しかし、養護教諭はほとんどの学校にお
いて各学校に一人配置であり、身近に比較対象がいないため、問題が生じても同職種から
解決のヒントを得る機会を得難い。また、様々な職種の立場からの意見やその取り組みを
知る事は、子どもの様々な健康問題に対処できる能力の向上につながるものである。そこ
で、養護教諭の問題対処能力の向上のため、 Web 上で広く意見及び取り組みを募集する事
例検討サイトを開設したので報告する。  
【方法】 研究者らが運営している「スキルラダー研究会」のホームページ上に、2015 年
2 月より養護教諭に関する事例検討のための掲示板「教えて達人」を開設した。毎月新た
な事例を公開し、職種、経験年数、地域などに関係なく各自の問題解決への意見を受け付
けた。なお、掲載した事例は、現職養護教諭 2 名と大学教員 3 名によるグループが、養護
教諭が直面しがちな問題を検討し、作成したものである。  
【倫理的配慮】 掲示板に意見を書き込む際には、年代・所在地・職業の入力を求めてい
るが、事前の認証登録等をすることなく投稿できるよう設定したため、対象者個人を特定
することはできず匿名性は保持されている。書き込み内容の公表については、掲示板内に
「本サイトに寄せていただいたご意見は、スキルラダー研究会のメンバーが養護教諭の実
践力向上の目的で利用させていただく場合がありますのでご了承ください」との説明書き
を掲載しており、事前承諾を得られているものと考える。  
【結果】 2015 年 4 月から 12 月までの事例及び投稿件数は以下の通りであった。  
・4 月「救急処置で親からクレームがきたら？」 (5 件) 
・5 月「兼職発令を受け、授業をすることになったが…。」 (5 件) 
・6 月「子どもに秘密を打ち明けられたら？」 (5 件) 
・7 月「保健室登校の子どもの対応ですべき仕事ができない！」 (6 件) 
・8 月「養護実習学生に、救急処置の誤りを指摘された !」(6 件) 
・9 月「子どもの救急搬送に自家用車を使ってはいけないとわかっているが…。」 (5 件) 
・10 月「感染症が発生したが、予算不足で必要な物品が買えない？」 (4 件) 
・11 月「新人なのに研究発表を任されて…。」 (5 件) 
・12 月「自分が衛生管理者とは、知らなかった！」 (8 件) 
9 回の投稿件数は平均 5.4 件、 職種は養護教諭 31 件、元養護教諭 8 件、一般教諭 6 件、
学生 1 件、大学教員 3 件であった。  
【考察】  養護教諭は、一人配置が多く、保健室を空けることが難しい状況にある。 Web
による掲示板は、時間や場所を選ばず、 Web に繋がる環境があれば参加できるため、養護
教諭に適した研修の場である。さらに養護教諭の能力向上に貢献できる Web 掲示板とする
ためには、養護教諭に広く周知し、多くの投稿および取り組みを募集するとともに、掲示
板の評価を行う必要がある。  
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